
り
ま
す
が
、
無
痛
分
娩
費
用
の
助
成

事
業
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
の
病
院
で

出
産
し
て
も
適
用
を
受
け
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
課
長　

現
在

の
想
定
で
は
、
日
本
国
内
の
ど
の
病

院
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
議
案
第
11
号

　

令
和
８
年
度
龍
ケ
崎
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ

い
て

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

岡
部
委
員　

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導

入
検
討
の
可
能
性
調
査
に
関
し
て
追

加
計
上
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
導
入
検
討
事
業
の
内
容
に
つ
い

て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
課
長　

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

と
は
、
上
水
道
・
下
水
道
な
ど
の
水

イ
ン
フ
ラ
の
分
野
に
つ
い
て
、
自
治

体
と
民
間
事
業
者
が
長
期
契
約
を
結

び
、
管
路
や
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
維
持

（７）市議会だより 218 号

後
藤
敦
志
委
員　

国
民
健
康
保
険
税

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
世
帯
と
引
き
下

げ
ら
れ
る
世
帯
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
数
と
増
減
額
、

併
せ
て
国
民
健
康
保
険
税
全
体
へ
の

影
響
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

保
険
年
金
課
長　

令
和
８
年
度
に
つ

い
て
は
本
算
定
前
で
あ
る
こ
と
か
ら

令
和
７
年
度
末
の
デ
ー
タ
を
元
に
試

算
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
２
割

軽
減
か
ら
５
割
軽
減
に
な
る
世
帯
数

は
約
30
世
帯
で
あ
り
、
保
険
税
額
合

計
で
約
70
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
２
割
軽
減
に
な

る
世
帯
数
は
約
15
世
帯
で
あ
り
、
保

険
税
額
全
体
の
約
20
万
円
の
減
額
に

な
り
、
合
計
で
減
額
分
は
約
90
万
円

と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

一
方
、
限
度
額
引
上
げ
に
よ
り
影

響
を
受
け
る
世
帯
数
は
77
世
帯
で
あ

り
、
保
険
税
額
合
計
で
77
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
す
。

　

減
額
分
を
差
し
引
く
と
、
国
民
健

康
保
険
税
全
体
で
約
13
万
円
の
減
額

と
な
る
見
込
み
で
す
。

◆
議
案
第
10
号

　

令
和
８
年
度
龍
ケ
崎
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

山
宮
委
員　

里
帰
り
出
産
な
ど
も
あ

管
理
、
更
新
業
務
を
包
括
的
・
一

体
的
に
行
う
官
民
連
携
の
仕
組
み

で
す
。
民
間
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
、
施
設
の
老
朽
化
対
策

や
事
業
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
国
が
推
進
し
て
い
ま
す
。

実
施
方
法
に
は
、
自
治
体
が
単
独

で
行
う
単
独
型
と
、
県
や
複
数
の

自
治
体
が
連
携
し
て
行
う
広
域
型

が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
９
年
度
以
降
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
が
決
定
さ
れ
て
い

な
い
場
合
、
汚
水
管
等
の
改
築
・

改
修
工
事
や
調
査
に
係
る
国
の
交

付
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
導
入
を

検
討
す
る
も
の
で
す
。

加
藤
委
員　

公
共
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
、
今
後
、
自
治
体
が
単
独

で
進
め
る
の
で
は
な
く
、
広
域
的

な
組
織
編
成
へ
移
行
し
て
い
く
流

れ
の
一
環
な
の
か
伺
い
ま
す
。

下
水
道
課
長　

下
水
道
管
理
の
方

針
と
し
て
、
国
土
交
通
省
が
令
和

８
年
１
月
に
公
表
し
た
「
上
下
水

道
施
策
の
基
本
的
な
在
り
方
検
討

会
」
の
第
２
次
取
り
ま
と
め
に
お

い
て
、
小
規
模
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ

Ｐ
Ｐ
案
件
が
乱
立
す
る
と
非
効
率

と
な
る
た
め
、
広
域
連
携
を
前
提

と
し
た
質
の
高
い
案
件
形
成
が
重

要
で
あ
る
と
整
理
さ
れ
て
お
り
、

本
市
で
も
広
域
化
で
の
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
議
案
第
１
号

　

龍
ケ
崎
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
了
承
し
ま

し
た
。

札
野
委
員　

条
例
の
改
正
に
よ
り
、

住
民
税
や
固
定
資
産
税
が
免
税
や
減

税
に
な
る
分
に
は
市
民
に
と
っ
て
あ

り
が
た
い
話
だ
と
思
い
ま
す
が
、
市

の
税
収
入
に
影
響
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

税
務
課
長　

軽
自
動
車
税
の
環
境
性

能
割
の
廃
止
に
伴
い
税
収
が
減
っ
た

分
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
全
額
補
填

さ
れ
る
こ
と
か
ら
大
き
な
影
響
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

固
定
資
産
税
の
免
税
点
の
引
き
上
げ

等
に
伴
う
減
収
分
に
つ
き
ま
し
て
も

一
部
交
付
税
措
置
が
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
大
き
な
影
響
は
な
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
議
案
第
３
号

　

龍
ケ
崎
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

　第２回定例会においては、議案等の審査が３つの常任委員会（総務
教育、健康福祉、都市経済）に付託され、各委員会において慎重に審
査が行われました。その審査内容の一部について掲載しています。

▼
健
康
福
祉
委
員
会

▼
都
市
経
済
委
員
会

▼
総
務
教
育
委
員
会
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